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気体密度は零で気体中には 8- 1/V程度の拡散層ができ (D-1に注意),これ以下の尺度
でDLA的構造ができる.一旦定常的に成長する状態が実現すると固体の平均密度は遠方の気
体密度ngに等しくなければならずnDLA-n8の条件で(1)式からEが決まる:
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図3 成長点の周囲の気体密度
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